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基調講演 「英国のカントリーサイドからみた千葉の里山」 
原 慶太郎（東京情報大学教授） 

 

 

山形県出身．東北大学で生態学を学び，1988年に東京情報大学開設とともに千葉に移住．佐倉市在住． 
 現在，東京情報大学教授，同大学院総合情報学研究科委員長．専門は環境情報論，景観生態学．1996-97 年に英
国ロンドン大学に客員研究員として滞在し，カントリーサイドの保全を研究．リモートセンシングや GIS（地理情
報システム）などを用いた自然環境保全の研究を進める一方で，里山を「景観」として保全する枠組みについて，
中国や東南アジアの調査をとおして論考している． 
 著書に「景相生態学」(共著)，「田園景観の保全」(共訳)，「景観生態学」(監訳)など．(財)自然保護協会理事，
千葉県環境審議会委員，ちば・谷津田フォーラム副代表など． 
 

  

 皆さんこんにちは。東京情報大学の原と申します。 

 本日は里山シンポジウムの講演として「英国のカントリーサイ

ドからみた千葉の里山」というタイトルでお話をさせて頂きま

す。 

 

 

英国のカントリーサイトとは  

 
 

 ちょうど96年から97年までの1年間、機会があってロンド

ン大学のワイカレッジという所に滞在しました。そこでの経験

等を踏まえまして、千葉の里山保全にイギリスの取り組みが何

か役立てるのではないか、ということで紹介したいと思います。 

 今回（ジンポジウムが）我孫子市で開催されておりますが、

恐らく千葉県の中でも都市型住民の割合が多い地域だと思いま

す。そういった方々が里山にどのような関わり合いをすれば良

いのかなどのヒントをお示しできたらと思っております。 

 これが、私が滞在しました－イギリスのロンドンから電車で

一時間ほど、ですから東京から1時間といったら千葉くらいを 

 

ご想像して頂ければ良いと思いますが－そこの景色です。 

 ちょうどこの辺に小さい村があります。ワイ（Wye）という村 

なのですが、そこにワイカレッジという大学がありまして、1

年間滞在しました。 

 

 
 

 ご覧頂くと分かりますように本当に広大な牧場と、この辺に

点在しておりますのがヒツジですが、よくイギリスでは、ヒツ

ジの人口じゃなくて、「羊口」の方が人より多いなんて言われま

すが、最近は人口の方が多いようです。 

 桁数としては同じくらいのヒツジがいます。（この景色を皆さ

んが）どうご覧になるかですが、単調だなとご覧になる方もい

らっしゃれば、良いなとお思いになる方もいらっしゃると思い

ます。こういった景色、景観がどのようにして作られてきたの

か、どのように保全されてきたのか、その辺の所をお話したい

と思っています。 

 英語の「カントリーサイド（countryside）」ですが、辞書を

引くと、「田舎」とか「地方」、「田園」という訳が載っておりま

す。 
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 これを最初に訳した方は何方か調べておりませんけど、カン

トリーサイドに「田園」という訳が付いて大分イメージが変わっ

たのではないのかと思います。今日の講演を「英国の田舎と千

葉の里山」というタイトルにしたら、どれほどお出でいただけ

るか分からなかったと思います。 

 残念なことにイギリスには田圃はありません。それなのによ

く「田園」という訳語を付けたなと思う次第です。 

 

 
 

 日本でも過去に何度かイギリスのブームがあったかと思いま

すが、最近でいえばここにありますようにリンボウ先生こと林

望さんですね。 

 「イギリスは美味しい」をはじめとするイギリスのシリーズ

の著作や、最近ではイングリッシュガーデンなどのガーデニン

グなどがあると思います。 

 さらにもう少し旅行通の方にはカントリーサイドというのも

イギリスの大きな魅力になっているのではないかと思うのです。 

 

  
 

 たとえばこれは手元にあるものをコピーしてきたのですが、

イギリス関連の本の中で、田園とかカントリー、それから田舎

町なんてありますけど、こういうような数々のイギリス関連の

本が出版されております。 

 イギリスの魅力はカントリーサイドにあるといっても良いの

ではないかと思います。 

 

 今日はテーマが子供ということで、テーマを最初から子供に

特化することも考えたのですが、主催者の方からもう少し広い

テーマで、ということだったのでほとんど子供に関係の無いお

話をさせて頂きます。 

 最初と最後に少しだけ触れたいと思います。たとえば恐らく

皆さん自身がお読みになった、もしくは皆さんがお子様もしく

はお孫さんに読んで上げたような「ピーターラビット」の話、

「くまのプーさん」、など。これはいずれもイギリスのカント

リーサイドが生み出した話です。 

 「不思議の国のアリス」、これもやはりカントリーサイドが生

まれるきっかけになったと言われております。 

 

 
 

 最近では「ハリーポッター」でも、映画をご覧になる際にイ

ギリスの色んな田園景観をみるのをひとつの楽しみになさって

いる方もいらっしゃるのではないかと思います。 

 

 
 

 

なぜイギリスなのか？  

 今日は物事をちょっと外から眺めてみようと思います。皆さ

んのなかには、谷津田や里山に入って色々活動されている方が

多いと思います。それ自体非常に意義深いことですが、ちょっ

と引いて、相対化するっていいますか、そのような形で千葉の

里山を外から眺めてみるのも、時には大事かと思います。 

 

 
 

 その外の視点を、今日はイギリスに置くという形で千葉を眺

めてみたいと思っております。 
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 英国と日本 

 

 
 

 イギリスと日本ですが、面積はイギリスが24万3千km2、日

本が 37 万 km2。人口密度は、イギリスが 245 人／km2、日本は

337人／km2で、それほど違いはないように見えます。  しか

し、日本の居住できる面積を考えますと、日本というのは山国

ですから住める所はほんとうに限られているわけですね。そう

いうことを考えると、この数というのは－実際に旅行した方は

お感じになっていると思いますが－大分違って見えます。 

 

 
 

 同じく（これはよく言われることですけども）、イギリスと日

本の土地利用の割合をお示ししました。 

 やはり、先ほどご覧頂いた様にイギリスは牧畜の国です。牧

場、それから牧草地がほぼ半数近く、45％ですね。 

 それくらいの面積を占めております。それに対して日本は森

林の国と言われるように3分の2が森林です。これが大きな違

いです。 

 

 
 

  イギリスと日本に関しましては、色々と論考がされておりま

して、たとえばお読みになっている方もいらっしゃると思いま

すが、梅棹忠夫－大阪の民族博物館の前館長さんですが－「文

明の生態史観」という本で、日本と西ヨーロッパの共通性なり

違いを論じております。 

 

 
 

 さらには鈴木秀夫ですね。「森林の思考砂漠の思考」という著

作中で、両者の比較を行なっています。 

 図があまり鮮明ではありませんが、森林破壊の時期と拡がり

を示しています。 

 こちら（左）がイギリスで、右が日本です。今日は私も午前

中、里山と文化伝承の会に参加して色々勉強させて頂きました

が、過去に遡って、たとえばこれは現在から遡って千年、二千

年、三千年ですけども、完全な森林破壊、それから部分的な森

林破壊がどのように拡がったかを表しています。 

 イギリスは、大陸から色んな勢力が押し寄せて破壊が進んだ

訳ですけが、ほとんど内部に関しましてはこの時期に、完全な

森林破壊が行なわれています。 

 それに対して日本は、－日本も弥生の文化が伝わった経路に

関しては色々な説があるようですが－、北から南にいくにした

がって徐々にそのような影響が及んでいることが分かります。 

 

 

きょうの話し 

 

 
 

 今日の話ですが、里山をなぜ保全しなければならないのか、

それから、里山をどうやったら保全できるのか、どう保全した

ら良いのか、について、先ほど申しましたように外から眺めて

みるということで、イギリスの里山保全について、特にチョー

ク草地の保全を例に、イギリスの里山（カントリーサイド）の

保全の取り組みについてご紹介したいと思います。 
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 景観の保全という枠組みですね。やはり見た目の景観を含め

て景観を保全するということにイギリスは大分力を注いでおり

ます。それから伝統的な農業を守るそういう枠組みですね。 

 これの重要さが色んな所で指摘され認識されていると思いま

すが、それに関してイギリスはどういう取り組みをしているの

か。 一つ注意していただきたいのですが、私は決してイギリ

スかぶれということではございません。 

 よくイギリスに行った方で、イギリスは良いよ、良いよ、日

本はダメだ、ダメだ、とそういう方が多くて一緒に話してもう

んざりすることがありますが、私は決してそうではありません。 

 日本大好き、千葉大好きなのですけが、千葉独自の方法をぜ

ひ皆さんと一緒に考えていきたいと思います。 

 私も明確な答えは持ち合わせておりません。こういう機会を

いくつか利用させていただきながら考えていければと思ってお

ります。 

 

 

チョークエスカープメントとは

 
 

 実はこの講演にお招きいただいたきっかけは、千葉環境情報

センターの小西由希子さん、田中正彦さんたちが中心になって

谷津田レンジャーという取り組みをなさっています。 

 今年の2月、そこの講演会で、「チョークエスカープメントと

谷津田」というタイトルでお話を致しました。 

 その中で今お話したようなことを紹介したのですが、興味を

もっていただき、今日、このようにお招き頂きました。 

 

 
 

 このチョークというのは、（実物を指して）いわゆる教員が黒

板に書くときに使うチョークです。 

 エスカープメントというのは急な崖のことをいうのですけれ

ども、このようなところに辛うじて草地（半自然草地）が残っ

ているのです。 

 この上はほとんど牧草地とか畑になっております。下も同じ

ように緑が見えますが、これは半自然草地ではなく採草地です

ね。ここ（斜面）だけにいわゆる昔ながらの農業（牧畜業）が

残っている。 

 谷津田も、耕地整理されずに辛うじて残っている日本の原風

景といえると思います。両者のそのような共通性を踏まえて

色々とお話致しました。チョークの話に移ります。このチョー

クは中生代の、今から1億3500万年前から6500万年前にかけ

て白亜紀という時代がありました。白亜というのはチョークの

ことですね。 

 「白亜の殿堂」などの白亜も同様です。後程スライドでご覧

に入れますがフランスからドーバー海峡を船で行くと白い崖が

見えます。数十メートルもしくは百メートルを超えるチョーク

の層が堆積しているわけです。 

 

 
 

 これがチョークの分布ですが、この一帯がチョークの見られ

る場所です。 

 

  
 

ちょっと専門的になりますがこういった微生物の遺骸が堆積し

たできた石灰岩、これがチョークといわれるものです。 

 

ワイという小さな村の話 

 

  今日のお話はこのロンドンから南東に 1 時間ほど行ったと

ころのワイという小さな村の話です。 

 ちょうどこのユーロスターの場合は、フランスのパリから、

もしくはベルギーのブリュッセルからも鉄道が通っており、ア

シュフォードという停車駅で降ります。そこからちょっと行っ

たところがワイです。 
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 これがランドサットの衛星画像ですが、これをご覧になると、

ロンドンは住宅地が広がっていて、（日本のデータをお示しでき

ないのですが）、ロンドンに行かれた方はわかると思いますが、

大きな公園があります。 

 

 
 

 ほんとうにロンドン中心から 15 分、20 分行くと、このよう

なカントリーサイドが広がっているんですね。これがロンドン

の市街地ですけど鉄道で15分から20分行くとカントリーサイ

ドが広がっています。 

 

 
 

 チョーク草地というのは伝統的な牧畜業、いわゆるヒツジの

放牧ですね、これによって維持されている草地です。いくつか

植物もご覧に入れますが、非常に種多様性が高く、生態学的研

究の対象にもなっております。しかしながら1960年代、イギリ

スの農業を取り巻く環境の変化で耕作地や採草地に変化し、そ

の一部は戦後から始まっているわけですけども、このような変

化が起こります。 

 ここにはグレイジングといいますけど、ほんとにヒツジはぎ

りぎりまで草を食べるわけですね、このグレイジングによって

草を刈ることによって維持された短い草の草地があります。 

 そこに適応した植物が見られます。ホースシュー・ベッチと

いいますけど、マメ科の植物です。チョウというのはこの中に

もお好きな方がおられるかもしれませんが、だいだい同じ種類

の植物しか餌にしないものなのですが、このチョークヒル・ブ

ルーという非常に可憐で綺麗なチョウですね、 

 このチョウはホースシュー・ベッチしか食べないんですね。

そして、この植物は草丈の低い草地にしか生えないのです。そ

うするとたとえば、放牧をやめますと、草丈が大きくなってこ

の草がやがて枯れてしまう。そしてそこからこのチョークヒ

ル・ブルーがいなくなる。 

 

 
 

 このチョークヒル・ブルーというチョウはこの地域の人に

とっては非常にシンボル的な、日本で言いますとギフチョウと

かオオムラサキくらいの、もしくはもっとポピュラーなチョウ

でして、これがいなくなるということはその地域の人にとって

非常に大きなかけがえのないものを失うということになる、と

いうことで保全運動が起こってきました 

 今残存するチョーク草地というのは先ほど写真でお示ししま

したような、上は畑、下は住宅地といった丘陵地の袖の急傾斜

地（エスカープメント）にしか残っておりません。 そこを景

観として、この場合の景観というのは、見た目も含みますけど

幾つかの生態系の集まった実体としてのまとまりを景観といい

ます。 

 その景観を生態学的に保全しようという取り組みがなされま

した。先ほどお示ししましたワイという地域なのですが、ワイ

ダウン丘陵地なんですが、ここはナショナル（国レベルの）自

然保護区域で、自然保護庁（イングリッシュ・ネイチャー）と

いう組織が、積極的な維持管理をしています。 

 NPO と協働して牧畜農家と契約して、採草地ではなくて、伝

統的なヒツジの放牧をして利用してもらう。これはお金も手間

もかかるのですが、これをやっていただくことによって草地を

保全しようという取り組みがなされています。 後ほど写真で

実際の様子を紹介したいと思います。 

 

 ここから読み取れますのは、伝統的な牧畜業の持続、日本で

言いますと伝統的な農業の持続、これを政府が積極的に推し進

めていること。 

 それから、景観の保全、伝統的な農業、または伝統的な牧畜

が行なわれている所は、たとえば寺院とか社寺、神社とおなじ

ような文化的な景観であるという認識です。 

 カルチュラル・ランドスケープといいますが、これを保全す

る。さらにさきほどのチョウが減ったというようなことですが、

これが全てデータとして示されております。すなわち、それぞ

れの地域で詳細な生物の調査、インベントリーが行なわれてお
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りまして、具体的にどこで何頭いたものが何頭減ったというこ

とが示されています。 

 今日の最後のところでもふれる予定ですが、そういった行政、

NPO が連携した取り組みがなされています。これは非常に参考

になる事例だと思います。 

 

 それでは具体的な絵をご覧にならないとイメージがわかない

と思いますので、写真をお示ししたいと思います。 ちょっと

画像が暗いのですが、これがワイダウンというところです。 

 チョーク草地ですので草をはぐと白い岩が出てきます。これ

はワイクラウンというモニュメントです。これは一部白石を

使っています。こういった場所が今日の舞台です。 これは私

がいました研究室の窓から見た景色です。こういうところにあ

る大学ですので毎日こうやって移り変わる外の景色を眺めてお

りました。 

 これはヘッジロウという垣根です。ホーソーン（セイヨウサ

ンザシ）というバラ科の植物なんですが、昔の三圃式農園の囲

いで、畑と畑を区切っています。このヘッジロウを保全しよう

という取り組みがイギリスでは行なわれております。このヘッ

ジロウが野生生物の棲家となり、さらにはこちらの大きいハビ

タットとハビタットをつなぐコリダー（生態的回廊）としての

役目を果たしているということで非常に注目されている場所で

もあります。 

 いくつかの林の絵をご覧頂きます。先ほどお示ししましたよ

うに、イギリスは10％くらいしか森林面積がありません。林業

などはほとんど成り立たないのですが、いろんな形で合同事業

を進めて森林を管理しています。これは小さなクリの林です。

こういった小さい栗がなります。 

 私も食べてみましたが甘い美味しい栗です。ここではいろん

な遊具が作られておりまして、これは当時5年生の娘と幼稚園

年長だった息子です。 

 いまは大学生と中学生で、ぜんぜんいうことを聞かなくなり

ましたが、その当時は一緒に行こうというと、二人とも一緒に

ついてきていろいろなカントリーサイドをまわりました。これ

はブリン・ウッズ（Blean Woods）という森です。イギリスはフォ

レスト（forest）というのは特別な意味をもたせています。ウッ

ズ（woods）というのがいわゆる森のことです。RSPB と書いて

ありますが、これは日本で言う野鳥の会、王立の鳥類保護連盟

ですね。 

 こういったところが土地を買い取ったり補助金を出したりし

て、森を守っている。野鳥の会が森を管理しているということ

になります。他にもいろいろな組織がこの活動を一緒に行なっ

ている。 

 これはブナです。こういった大木もありますがここはほとん

ど原生林ではないですね。一度なくなった後にできたもので、

いわゆるエインシェントフォレストとよんでいるものではあり

ません。たとえばワイルドライフトラスト、そういった NPO、

自然を保全したり野生動物を保全したりするようなグループが、

いろんな形で管理していました。こういった案内を立てたりで

すね。 

 先ほどのクリの林ですが、これが冬の景色です。ちょっとご

存じの方は、これは萌芽林だなということはすぐお分かりだと

思います。 

 いわゆるコピスと呼ばれるものです。15年くらいを1サイク

ルにして、地際からもしくはもうちょっと上から刈る場合など

もあり、いろいろやりかたがあります。こういった形で森林を

管理しています。 

 ホスフィールド・コモン（Hothfield Common）というちょっ

とした湿地があります。そこをアシュフォード市とケント・ワ

イルドライフ・トラスト－これは野生生物を保全するNPOです

－こういったところがいっしょになって市の保全地域を保全管

理しているということです。 

 どういった場所かといいますと、イギリスは結構寒冷ですか

ら北に行くといろんな湿地があるのですが、南部としては珍し

くミズゴゲの湿地が発達しています。 

 ミツガシワなども見られます。後ろに見えますのがシラカバ

とワラビです。このワラビが増えて湿原を脅かすので、刈取り

などの保全管理をやっております。この辺の一部にはヒースに

見られるようなツツジ科の植物も見られます。こういう状態で

どんどん乾燥化がすすんでいますので、ワラビの刈取り－日本

で言えばさしずめクズの刈取りなどにあたるのでしょうが－を

やっています。 

 それからイギリス人というのは歩くのが大好きなのですね。

ケント州にノースダウンという丘陵地があるのですが、ロンド

ンからドーバー海峡までずっと遊歩道がつながっておりまして、

103マイル、166kmずっと歩いていけるんですね。 

 ここから16kmでカンタベリー、45km でドーバーです。パブ

リックフットパスという私有地を通行する権利を市民が勝ち

取ったんですね。遊歩道が至るところに整備されています。 

 これは97年2月14日の窓から見た景色なのですが、実質は

緑緑している景色です。 

 むこうの芝生は日本の芝（コウライシバ）とは違いまして、

青々とした常緑の芝なのですね。夏目漱石が100年前にロンド

ンに行って、結構鬱屈して過ごした、という手記があるのです

が、こういったどんよりした雲が2週間くらい続くんですね。 

 日本だと、私は山形の出身なのですが、冬は曇った日、雪の

日が多いのですが、それでもだいたい三寒四温で3日待つだい

たいいい天気になり太陽が顔をだしました。ここでは2週間、

ほんとに太陽が見ることができませんでした。私も大分精神的

に参りました。 

 季節を追ってご紹介しますが、そうしてしばらくしますと、さ

きほどは2月ですが、最初に咲くのがスノードロップという花

です。 

 非常に可憐な花です。どういったところに咲いているのかと

いいますとちょっとした教会の墓地の脇ですね、ここに白く見

えますのがスノードロップです。 

 これはワイの村をさきほどのクラウンのほうから見たところ

です。ほんとに広大な、と同時に丘陵が低い、なだらかな地形

だということがわかると思います。 

 これは氷河の影響なのですけれども、丘陵のほとんど上部ま

で草地とか畑に利用できるということが、逆に言うと森林面積

が少なくなる原因にもなっています。 

 日本の場合はここから急激に上がりますから、そういったと

ころには昔は決して住まなかったし、畑にも（段々畑にも）利

用しなかったわけでそういったところには森林が残るわけです。

イギリスの場合はこういった形でほとんど利用されつくします。 

 ここからさきほどの青々とした芝生がだんだん変わっていき

ます。スイセンがこういった形で咲いております。 

 冬になると桜草の花が咲き、カウスリップという桜草の仲間

が咲いてきます。だんだん春になってきますと、ちょっと見え

にくいですがヒツジが草を食んでいます。この黄色く見えます

のが菜の花畑です。一面菜の花畑になっておりまして、油をとっ

たりしています。 

 これは花粉症の原因にもなるようで、嫌われたりもしており

ます。5 月くらいになりますと、ちょうど今頃ですね、イギリ

スに行く際には今頃が一番いいと思います。これはブナの二次
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林ですが、ブルーベルという、ヒヤシンスみたいな小さい背丈

の花が一面咲きそろって、ちょうど東北で言いますとカタクリ

がこういった形で早春植物として咲き誇っていますが、ちょう

どそういう感じです。 

 前にごらんいただいたクリ林の林床です。ちょっと鮮明では

ありませんが、ヒヤシンスによく似たブルーベルが一面咲いて

います。 

 そのほかに同じような早春植物のアネモネなどが見られます。

伐採跡に行きますと日がよく当たりますから、ブルーベルがこ

のような形で咲いているのがわかります。 

 これは少々人工的な話ですが、イングリッシュガーデン、庭

園の話しに移ります。 

 これはシッシングハーストという庭園で、ナショナルトラス

トが管理しています。会員になりますと無料もしくは安価で入

園できます。 

 これがドーバー海峡です。こういった形で崖が何十メートル

もチョークの堆積した地層になっています。さきほどのチョー

ク草地が発達しています。崖下に行きますと白墨を固めたよう

なもろい岩です。むかしはイギリスでは先生が黒板で使ってい

た。 

 森林のほうを見ますとこういう形でチョークの上にうすく

のっています。 

 これがワイダウンという保護区です。こういうところをイン

グリッシュネイチャーという組織が借り受けて管理しています。

これが畑です。畑はチョークで真っ白です。ワイダウンは国の

自然保護区になっています。 

 これが遊歩道で、勝手にあけて入っていいのです。これが下

から見たところです。ヒツジが食べている短い草の様子がわか

ると思います。そこにこのようなラン（ビーオーキッドといっ

て蜂に擬態したラン）、マツムシソウやアザミの仲間とかキキョ

ウの仲間などが見られます。 

 これがホースシュー・ベッチという、先ほど紹介したチョー

クヒル・ブルーというチョウの食草です。ホースシューという

のは蹄のことなのです。ここ（果実）が蹄の形をしているので

そういいます。これは背丈の高い草地です。こういうふうに手

入れしないといわゆる放棄水田のようになってしまい、ここに

はホースシュー・ベッチは入れないですね。したがって常にヒ

ツジを放して短くしておかないといけない。 

 秋の景色です。これは雑草なのですがポピーです。7 月末に

なると、このような景色で緑緑していた所が茶色の景色に変

わって一年が終わります。 

 向こうの学校は 8 月、9 月から始まるのですが、日本は稲の

サイクルにあわせて 4 月、向こうは麦のサイクルに合わせて 8

月というのが毎年の開始です。そんな形で一年を過ごしました。 

 

 

イギリスの農業と環境 

 

イギリスの農業と環境の関係について残りの時間でお話しした

いと思います。 

  ビクトリア女王は1837年に即位するわけですが、この当時

は農業に依存していました。 

 そして、1851年には人口の半分が都市にだんだん移っていく

わけですね。1901年、都市の人口が4分の3になりました。こ

のころからカントリーサイドの衰退が目立ち始めるわけです 

 

 
 

 ビクトリア時代というのは、ちょうどイギリスが世界制覇に

邁進したころですが、工業化の発達で人口が都市に集中しまし

た。 

 

 
 

 カントリーサイドというのはエステートという荘園をファー

マー（農業経営者）が借り受けて、それをコテッジャー（農夫）

という小作に貸して、その契約が終わればコテッジャーという

農夫はどこかに行ってしまいます。 

 

 

そのころの日本 

 

 
 

 それに対して日本は、村を構成しそこに住み着くのを理想と

した。こういったところが、放牧民と水田と基幹とするような

人々の違いかな、と思ったりします。 

 先ほど4分の3が都市に移ったと申しましたが、この時代、

都市人口の割合は、イギリスは変わってないですね。日本の場

合、1920年からの統計ですが、戦後、いわゆる高度成長期に急
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激に都市化しているわけですね。これは100年前のイギリスと

まったく同じですね。これが日本の里山に不幸をもたらしたと

考えることができます。 

 
 

 

歴史的変遷 

 

 イギリスは戦後、全国土地基金というのを作りまして、遺産

相続税を土地や歴史的建造物を取得することで、いわゆる物納

することで、ナショナルトラスト、有名なNPO組織が作られた

わけです。 

 

 
 

 そして土地農村計画法でグリーンベルトをつくる、この時代

にそういう計画的な政策を行なった。 

 自然管理委員会や国立公園、もしくはカントリーサイドのア

クセス権法、ここでは、エリア・オブ・ナチュラルビューティ

（AONB）といいますが、自然の景勝地、景観の優れた場所をAONB

という形で指定して保全するような動きが、第一次世界大戦後

まもなく始まっているわけです。 

 

 

 つづいてカントリーサイド法が1967年に成立して、里山の自

然美の保護と増進を図り、公衆のアクセスを奨励－健康増進の

ためにアクセスを奨励－することになりました。カントリーサ

イド・コミッションというのをつくりまして、保護に乗り出し

ました。 

 もうひとつ、自然保護協議会ができていろんな自然を、もし

くは学術的に貴重な所をSSSI（特別科学研究対象地域）に指定

して保全・研究することになりました。 

 それから60年代に自然保護運動がおこりました。ナショナル

トラストやさきほどのRSPB（王立鳥類保護連盟）が自然保護運

動に乗り出しました。 

 とくにこの RSPB の中の農業野生生物技術者指導グループ

（FWAG）というもの中心になっていろんな運動の中核になった

ということです。 

 

  
 

 それで野生生物田園地域法に則って、野生生物を保全しよう

ということで合同調査をし、農業法を改正して環境保全型の農

業に変わってきたわけです。 

 たとえばスチュアードシップ・スキームという事業を始めま

して、カントリーサイドの管理人になることに対して補助金を

支払う。 

 この保全地域事業というのは、当該地域が国民的に見て環境

的に重要である、もしくはいわゆる伝統的農業を奨励すること

が環境破壊を阻止するのに役立つ地域である、具体的かつ一貫

した環境保全の対象となる地域的単位となっている、というこ

とで保全地域事業が始まります。 

 

 

環境保全地域事業 

 

 
 

 さらに80年代90年代になりまして、条件不利地域農業対策
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事業が始まります。 

 それから硝酸塩監視事業、これは最近千葉でも少しずつ話題

になっていますが、窒素の問題というのは向こうでは大きく取

りざたされているわけです。 

 それからNPO方面に対しての助成、森林に対しての助成等が

次々と打ち出されています。 

 イギリスの農場政策は効率的農業、急速的農業を目指してい

ます。 

 向こうは一戸あたりの面積が非常に広いのですね。したがっ

て、統計を見てみますと、日本の場合は2 ha以下を細かく0.5 

ha単位で切るんですね。 

 向こうは5 ha以上から始まるので一緒に比較できません。で

すから、これは向こうだからできることかもしれません。 

 

 
 

 農業環境の保全ということで、先程申したように環境保全農

業活動を実施する包括的事業になります。インセンティブを提

供する。農業と環境を統合する、クロスコンプライアンスとい

いますが、直接支払いを前提として、その支払いに環境条件を

付加するというような政策を行なっております。一方EU共同体

の一員ですので共通の政策、枠組み取り組み、もしくは規制の

場合もありますけどもそういったことも併せて行なっています。 

 

 
 

 イギリス人は里山が大好きなのですね。 先程示しましたよ

うに、アシュフォードというユーロスターの止まる市と、先程

の人口1000人位のワイという小さい村とですね、アシュフォー

ドよりもワイに住んだほうが、たとえば住宅なんか高いのです

ね。アシュフォードのほうが安いのです。したがって、人びと

の気持ちとして、やはりカントリーサイドに住みたいというこ

とがあると思います。 

 また、フットパスというのが整備されてパブ（居酒屋）です

とかイン（民宿）、こういった所に寄りながら歩く。あとは一度

失われた自然に対するいろんな憧憬等があるように思います。 

里山保全の考え方を文化まで高める 

 そろそろまとめないといけないのですけれども、里山を保全

するときに、どういった切り口があるかといいますと、私は文

化まで高めないとなかなか守れないのではないか、と思います。 

 それと、自然との付き合い方も、風土にあわせないといけな

いのですが、いろんな場所にあった付き合い方というものがあ

るはずで、それを一緒に模索しないといけないと思います。 

 

 
 

 たとえば江戸時代では、いろんな所で言われていますが世界

に誇るリサイクル社会でした。どこかが間違ってしまったと思

うのですけれども、これ（米国型生活様式）が、いろいろ悪さ

をしているのではないかなと思っています。 米国型生活様式

は、日本の風土に合わない。見習うべきは欧州であって、たと

えば京都議定書の時にでも、二酸化炭素の削減率も、アメリカ

とヨーロッパの間をとるのではなくて、もっとヨーロッパより

の値を出すべきだったと思います。 

 

 
 

 まあその辺は置いておきますが。やはり、新しい時代の生活

様式を一緒に考えていかないといけないと思います。 
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 明治時代以前、これは江戸時代ですけども、英国の駐日公使

のラザフォード・オールコックという人は、行った所が江戸近

辺だったのでしょうけれども、「このよく耕された谷間の土地で

人々が幸せに満ちた良い暮らしをしているのを見ると、これが

圧政に苦しみ、過酷な税金を取り立てられて苦しんでいる場所

だとはとても信じられない。 

 ヨーロッパにはこんな幸福で暮らし向きの良い農民はいない

し、またこれほど穏やかで稔り多い土地もない。自分の農地を

整然と保つことにかけては、世界中に日本の農民にかなうもの

はない。」と、こう言っているのですね。 

 これに対しては、事実、「おしん」の例もあるようにすごく苦

しいところもありました。 

 しかしながら一方でこういうところも多かったようなのです

ね。それがいろんな形で「昔はひどかったですね」というよう

なそういう言い方をされている、という主張をなさる方もいま

す。 

 

 

日本人が失ったもの 

 

 
 

 日本人がどこで間違ったか。これは私見ですが、明治以降の

いろんな動きですね、 

 それから農地に関しては戦後のいろんな近代化といわれる政

策、たとえば「コクド」に代表される問題でもいろんな影響が

あると思います。もうひとつは、これは私がイギリスに一年い

て一番感じたのはこのことです。 

 「個」を確立しないと、極端な言い方をすれば民主主義もな

いし、これから議論になるのであろうパートナーシップも成り

立たないと思います。 

 

 
 

 

 一方では、最近の動きを見ると「個」、「個」という自己中が

増えた、という議論があるかと思いますが、あれは中途半端な

「個」で本当の個が確立していないように思います。これは私

の見方なのですが、「個」を大事にして公を探るというのが道筋

だと思います。 

 数学者の藤原正彦さんが、「英国は9世紀までに繁栄を極めた、

富、成功、地位、名声といったものを手に入れた、そして人間

を本当に幸せにしてくれるのはそういうものじゃないというこ

とを知っちゃった。アメリカ人はまだ若いという眼で見ている、

自分たちのビクトリア時代、100 年前くらいだと思っているん

じゃないですか。」と言っています。その通りだと思います。 

 

 

ちばの里山を考える 

 

 さて、千葉の農業です。谷津田景観ですね。 

私自身も中村俊彦さんと谷津田フォーラムという活動をやって

いますので、これはちょっと触れておかないといけないですね。  

 

 

 

 谷津田景観がどうなるのか。これは千葉の里山保全のひとつ

の試金石になると思います。もちろん里山とか雑木林も含めた

意味での景観です。 

 先程申したように、谷津田は耕作不適地なのですが、不適地

というのはいわゆる経済的に見たらなかなか大変なところなの

ですが、生物多様性の保全など重要な役割も果たしている。 

 やはり先程のイギリスの農業政策に学ぶと、いろいろな形で

守っていかなければならない。里山に行って感じて考えて行動

する、自分を見つめることになる。先程申したように、自立し

た個同士の相互の関係、パートナーシップが大事です。 

 それを文化にまで高める。やはり「こだわり」だと思います。 

 もう一度述べますが、農業従事者、住民、NPO（というのはな

かなかこなれない訳なのですけど）いわゆる仲間ですね。 

 仲間、研究者、行政、とくに自立した農業従事者、住民、仲

間、研究者が一緒になって取り組んで、行政は、なかなかいい

言葉が見つからなかったのですが、弾力的かつ柔軟に、いわゆ

る縦割り無しにということもあるのですが、こういった形の取

り組みによって解決していかないといけない問題でないかと思

います。 

 これからの時代というのはそれぞれの主体の力量が問われる、

そういう時代になると思います。 

 「かつて子供であったことを忘れずにいる大人はいくらもな

い」というのは星の王子様のサン・テグジュペリの言葉ですね。

私の大好きな言葉です。 
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 みなさん、かつて子供だった頃のことを自分が思い出して、

どうすればいいかと考えると、おのずとやらなければいけない

ことというのがわかると思います。＜スライド４７＞ 先週の

朝日新聞ですが、新宿にお住まいの習字の先生が「田圃」とい

う字を教える時に、田圃そのものを知らない子供が多かったと

いうのですね。 

 

 
 

 行ったことがないと。ご飯は知っているけども、稲からとれ

ているということを知らない子供が多かった。これはほんとに

驚くべきこと、由々しきことだと思います。 

 

 
 

 ここにいらっしゃる佐倉市の小野さんが取り組んでいらっ

しゃる手繰川の親水工事の現場なのですが、これがその場所れ

は私が自転車で通りがかって遭遇したのですが、非常に礼儀正

しいしっかりした子供でした。 

 これだけ泥んこになって遊んでいる。ほんとうに僕はうれし

く思いました。 

 

 

千葉は故郷 

  中村さんが「里やま自然誌」という本を出しまして、一番初

めにこういうことを書いているんですね。「うさぎおいしかのや

ま こぶなつりしかのかわ」の歌ですね。これが中村さんの原

体験だとおっしゃっています。 

 古里、皆さんお持ちだと思いますが、私は山形の米沢という

ところが古里なのですが、千葉に住んでいるほうが、ちょうど

今年が境なのですが、もう多くなりました。 

 
 

 代々千葉に住んでいる人、新しく千葉に転入してきた人が誇

りを持って、古里といえるようなそういったところを作ってい

かなければならないと思います。 

 

 

 

 それには、原体験を共有するって大事だと思いますね。それ

がないとイメージがもてず、なかなか構想できないですね。古

里と里山のプロジェクトを一緒にしたのは、そういう形で千葉

の里山を考えていきたいという思いからです。 

 

 最後なのですが、柳田国男の、「村は住む人のほんのわずかな

気持ちから美しくもまずくもなるものだ」という言葉で締めく

くりたいと思います。今日来ていただいた方は、おそらくすご

くいい気持ちをお持ちの方で、それを実践している方が多いと

思います。 

 そういった輪を少しでも隣の人に広めて、千葉の里山、千葉

の環境、美しき千葉にしていきたいものだと、思います。 

 

 

 

 

どうもご静聴ありがとうございました。 


